
気候変動に対する地方の適応
RECCA-Kochiの取り組み

RECCA課題間交流を主目的に，RECCA高知課題の概要お
よび現在までの進捗状況について概説するとともに「ヤマセ
研究会」であり：

RCMﾀﾞｳﾝｽｹｰﾙ，気候予測情報と地方農業での利用

など共通･連携可能な部分を探りたい。

＊気候気象情報の農業利用先進の東北に学ぶ

ヤマセ研究会(2011.09.20)

西森基貴（農環研）



気候変動下における四国の水資源
政策決定支援システムの開発

高知工科大学
（四国水問題研究会）

流域圏にダウンスケールした
気候変動シナリオと高知県の適応策

農業環境技術研究所
（高知県庁、
高知県農業技術センター※）

フィードバックパラメタリゼーションを用いた
詳細なダウンスケールモデルの開発と
都市暑熱環境・集中豪雨適応策への応用

名古屋大学
（愛知県名古屋市、岐阜県多治見市）

北海道を対象とする総合的ダウン
スケール手法の開発と適用

北海道大学 （北海道開発局、

土木研究所寒地土木研究所）

東北地域のヤマセと冬季モンスーンの
先進的ダウンスケール研究

東北大学
（東北農業研究センター※）

気候変動に適応する河川・水資源
地域管理システムの開発

東京大学
（国土交通省関東地方整備局）

高解像度気候変動ｼﾅﾘｵを用いた大都市圏の
風水害脆弱性評価に基づく適応に関する研究

防災科学技術研究所
（東京都市圏の自治体）

都市・臨海・港湾域の統合グリーンイノベーション

海洋研究開発機構
（－）

地球環境変動下における
農業生産最適化支援システムの構築

東京大学
（福井県農業試験場、石川県手取川
七ヶ用水土地改良区）

日本海沿岸域における温暖化に伴う
積雪の変化予測と適応策のための
先進的ダウンスケーリング手法の開発

海洋研究開発機構
（富山県環境科学センター※）

気候変動に伴う水産資源・海況変動
予測技術の革新と実利用化

海洋研究開発機構
（青森県産業技術センター※）

大気環境物質のためのシームレス
同化システム構築とその応用

東京大学
（東京都環境局環境政策部、埼玉県環境部、
横浜市地球温暖化対策事業本部）

研究対象地域・連携先一覧

2

研究課題名

主管研究実施機関 （連携自治体先）
※共同研究参画機関

領域領域

ﾃｰﾏﾃｰﾏ ： 先進的なダウンスケーリング手法の開発
： データ同化技術の開発
： 気候変動適応シミュレーション技術の開発

： 水領域
： 都市領域
： 農林漁業領域



文科省気候変動適応戦略イニシアチブ(ISACC)気候変動適応研究推進プログラム(RECCA)

流域圏にﾀﾞｳﾝｽｹｰﾘﾝｸﾞした
気候変動シナリオと

高知県の適応策
（RECCA-Kochi）

テーマ１対応：気候変動シナリオの流域圏へのﾀﾞｳﾝｽｹｰﾘﾝｸﾞ
テーマ３対応：気候変動シナリオと高知県の適応策

研究代表者：西森基貴／主管研究機関：（独）農業環境技術研究所
共同研究機関：高知大・高知工科大・高知県農業技術センター・東工大

協力連携機関：高知県庁・（独）水資源機構池田総合管理所



（陸空海を包含する）流域圏とは？

国交省定義の流域圏(HPより)
山・川・海をつなぐ
＊河川とその流域（陸域）に限る

黒潮あらう沿岸域・海の存在
（＋近年のSST上昇）

が県勢の１つのポイント
＊県マスコット「くろしおくん」↓

＋ ＋

写真は高知県ホームページほか

空：山地が多い県勢から，降
水・霧をもたらす雲（大気現
象とその観測）のほか衛星リ
モセンも必要かつ有効。



四万十・流域圏学会
H13.02.08：県の肝いりで設立

立案から共催まで多大な協力



写真は高知県・水資源機構・西日本新聞ホームページより

県勢の特徴：豊かな自然→時に災い

農産物過半の園芸農業 四国の水がめ･早明浦ダム

最後の清流・四万十川

再三の渇水（全四国へ影響）

県土８４％の森林 水没する県都（高知豪雨1998）

近年の豪
雨・渇水の
頻発傾向
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高知県：豊かな自然と脆弱な基盤

高知県ホームページより

経済指標は示すのも憚られるほどで，1990年より全国に先んじ人口自然減。
＊小さい頃から良指標は最下位，悪指標（例：飲酒，離婚率など）は１位と教えられてきた。



気候変動による影響と適応

（IPCC-AR4:WG2）気候変動影響は，北極，アフリカ，島嶼国，
アジアメガデルタ地域 （→経済基盤の弱い地域）に強く表れる。
＊気候変動に伴う極端気象現象と災害が「人間の安全保障」を脅かす。

↓
（本公募要領）我が国では少子高齢化や地域人口の過密化／過疎
化、都市や農山村の生活様式の変化、高度経済成長時に整備され
た社会インフラの老朽化などは、地域社会の脆弱化の原因となりつ
つある。様々な脆弱化の要因を抱える地域においては、将来の気
候変動が、水循環や森林の管理、都市環境、食料の生産、感染症
等に対して深刻な影響を与えるものと懸念される（以下，略）

↓

高知県を対象とする本課題の立案・採択





この課題で期待される成果

写真は高知県ホームページより

←「くろしおくん」 知事→

（１）将来の気候とその変動を，高知県でより細かく示す
（２）高知県全体での気候変動の影響を示し適応策を考える

高知県各部局とも連携し，気候とその変動をプラスに捉え，
県の政策提言に結びつく気候変動への適応シナリオを示し，
また低迷する高知県産業の振興に貢献する。





地元テレビ局の全面協力のもと，県内等へのアウトリーチ活動に
まずは成功。3/27:1055放送＃ネットでも視聴化。

（３）RECCA-Kochi県民公開シンポジウム３月５日

番組ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨ「高知のアヤパン」
ことKUTV高曽根里恵アナ



農業ほかサブ課題の概要



RECCA-Kochi：全体研究計画

１：ﾀﾞｳﾝｽｹｰﾘﾝｸﾞ(DS) ３：適応ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

特色ある地・高知を舞台に

ｄ．土地利用ＤＳ

ａ．気象資源

←要素･精度
対話・ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
データ提供→

ｅ．降水・極端ＤＳ

ａ．園芸農業

観測ﾃﾞｰﾀ
農業気象情報 一体的推進

ｂ．水稲

→豊かな自然で気候変動に
適応する高知県農業

ｃ．洪水渇水・水資源

ｄ．生態系・水環境

ｃ．豪雨・災害

一体的推進観測ﾃﾞｰﾀ
豪雨災害情報

→災害に強く＋水産特産品
を堅持＋環境先進県高知

統合的流域圏環境変動
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙによる
総合的な適応戦略提言

ｃ．リモセン熱環境

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２６

→流域圏における気候変動
シナリオ総合的ＤＳ
→豪雨と渇水に対応可能な
確率的極端現象ＤＳ

一体的推進

連携協力

Ｈ２３



農業系：豊かな自然で気候変動に適応する高知県農業

ＤＳ（１）プロトタイプ気候変動予測データ提供
適応（２）上記データによる影響評価→適応策導出の条件抽出

ポイント：高温適応＋寡照環境下の試験とシミュレーション

１．水稲収量・食味・品質への作期・温度影響解明とシミュレーション
（重点）食味：寡照影響定量化と高温相互作用解明→対する適応策
→適応技術進展（基盤産業維持）・他地域拡張（西南暖地の技術を
リード）と産業振興（早場米競争に勝ち抜く）＝両立した技術開発

２．園芸施設内の気温変化幅と作物応答に関するデータ蓄積
（重点）高温適応策の作業環境改善と作物影響定量化
→有力適応策による悪影響の検討＝適応のコスト

Ｈ２３研究計画と進捗その１
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玄米ﾀﾝﾊﾟｸ 推定

コメ品質低下（白未熟粒発生）とコシヒカリの1等米比率の経年変化

→寡照傾向対応遮光試験（白30％黒50％）

（２）ｂ．高温耐性かつ良食味の水稲有望品種選抜法（高農技）

白未熟粒：白色不透明部を有す未熟粒の総称（デンプン蓄積不良）→出穂後20日
間の高温（日平均気温＞27℃）や日照不足（＜5時間/日）で多発→食味にも影響
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（１）d．土地利用を考慮した総合的なﾀﾞｳﾝｽｹｰﾘﾝｸﾞ手法の開発（農環研）

分析結果を
基に食味指
標となる玄米
中タンパク
（適量6-7）シ
ミュレーション



図（上）県内日照時間経年変化（下）＋県農技センター気象感応試験結果と水稲収量
予測モデルによる県産コシヒカリ玄米収量（▲: g/m2）と試験値粗玄米量（棒）の比較

（２）ｂ．高温耐性かつ良食味の水稲有望品種選抜法（高農技）

○既存の圃場スケールプロセスモデル（農環研）を改良したコシヒカリ収量予測
○今後，県奨励品種の極早生「南国そだち」に適用し，幼穂形成期・出穂期予測



（２）ａ．園芸・中山間地農業への利用（高知大）

２８℃
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昼温

夜温

供試品種：オクラ‘グリーンソード’
定 植：１０月２０日（1/2000aワグネルポット）

処理開始：１１月５日（ファイトトロン内）
写真撮影：１２月１２日（処理３７日目）

26℃

３３℃

（例）高夜温が高知特産オクラの生育、収量、養分吸収量に及ぼす影響

28～30℃

20～23℃

28～30℃

18～20℃

昼

夜

収穫開始以降生育初期適温

夜温は日中生産された炭水化物な
どや、無機成分を転流させるには昼
温よりも低いほうが望ましい。また高
夜温は呼吸量を増大し、貯蔵養分を
消耗してしまい、収量減につながって
しまうため、高夜温が生育、収量、無
機養分含有率について調査する。



（１）ａ．高知県の気象資源に関す
る地理情報作成

（２）ａ．園芸・中山間地農業への
利用

↑空間詳細な統一的データ＋
施設内環境とその変化予測データ

予想される高温による悪影響
↓

適応策例：ハウスの熱線遮断フィルム
↓

近赤外線減少による悪影響？
↓

予測値と連携したデータ蓄積必要

←2011年7月14～30日におけるパプリカ試験

施設内の光合成有効光量子束密度ＰＰＦＤと
気象観測地の日射量の系時変化
－熱線遮断フィルムで85%PPFD保持。
＊紫外線カットフィルムを用いたミョウガ施設
で５月下旬昼間に数℃気温低化を確認。た
だし品質（発色）への影響懸念。



（１）c．台風・前線を考慮した豪雨と災害に関する解析（高知大）

7月19日台風6号魚梁瀬で
日降水851.5mm最高記録

高知検討会8/26終了後
12号←県土上陸したが

県内被害は６号が大。
↓

僅かな経路の違いで降
水パターン大きく異なる

↓
豪雨総観／天気図解析

１．県内アメダス点時間雨量
30mm＜事例抽出
２．解析期間：1976年3月-2010
年12月延4562例
３．抽出時間に近い地上天気
図パターン分類

↓

・将来の豪雨災害リスク
の定量化
・1d.統計ＤＳや1e.確率的

ＤＳへの情報1976年7月23日21時JST

船戸豪雨

台風南方型(201106似) 縁辺流型(98豪雨似)

1999年7月29日3時JST

県内豪雨



（１）e．豪雨等極端現象に関するﾀﾞｳﾝｽｹｰﾘﾝｸﾞ手法の開発（東工大）

（２）ｃ. 早明浦ダムと地域災害に与える影響（工科大＋東工大）



具体的な連携について

RECCAの枠組みだけでなく

１．土地利用変化が将来のローカルな気候に及ぼす影響
２．気候変動予測情報の農業利活用
３．地方農業における適応その他の諸問題



②土地利用変化を考慮した気候変動DSシナリオ作成

S‐5‐3 4RCMs 2081‐2100
(dx=20km)

NHRCM
NRAMS

TRAMS
TWRF

高齢化・生活不能等による耕作放棄
（または他プロ土地利用変化シナリオ）

地点／メッシュシナリオ作成

4RCMs × n 土地シナリオ



２．気候変動予測情報の農業利活用 図：農水気候変動プロ（菅野氏）

東北
・ヤマセに相当する気候index
・病害虫発生予察モデル
高知
・出穂予測モデル
＊降水量・豪雨の指標となる
湿舌指数のようなもの？
・長波と夜間気温（作物影響）



◎地域密着研究の推進（西日本で唯１／２）と技術移転
＊独特な自然・風土を持つ高知県における適応・環境政策・産業発展
！西南暖地・西日本過疎地におけるモデルケースとなる
！これまで温暖高知（西日本）→東日本の西日本化

農・水連携による２ｄ．水・生態環境保全

・気温水温上昇⇒富栄養化⇒水質悪化/底泥ヘドロ増大

・亜熱帯性外来性動物植物侵入⇒在来種・生物多様性
⇒高知市石土池(25ha)をモデルに生態系管理シミュレー
ション⇔適応策

◎ヨウサイ（クウチンサイ：亜熱帯性・エスニック
／中華料理）による水質浄化

３．地方農業における適応その他の諸問題


